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研究テーマの遂行あるいは研究・開発活動において必須となる手法や技術の習得に関する演習
を実践活動を通じて行う。具体的には、実験計画（概略および詳細）立案方法の取得，実験手順・
方法の習得、実験材料の取扱い方法の習得、実験機器や装置の操作方法の習得、実験データ
の収集方法や分析方法の習得，さらには安全管理に関する知識の習得などであり，安全にかつ
効率良く研究を遂行するための知識を取得する事を目的とする。

目的の趣旨に鑑みて，時系列に沿った授業計画をたてることは難しいが、本演習は以下のような
項目から構成される。
１）実験計画立案のための問題調査と分析
２）概略実験計画および詳細実験計画立案
３）実験手順・方法の計画と評価
４）実験材料・実験供試体の取扱いおよび設計
５）計測計画立案と計測装置取り扱い
６）実験データ収集と整理
７）実験データ分析と評価
８）実験遂行上の安全対策考慮
９）実験報告書と問題点解決のための分析力の醸成
10）学会論文報告

特に指定しない。実験に関する書籍や論文を学生が自ら検索するように指導し、それらを参考に
させる。

実際の実験遂行の際に、「目的概要」に記載した観点からその習得度を総合的に評価する。具体
的には、問題解決のために過不足無い実験計画が立案できているか，実験手順は効率良く行わ
れているか、実験材料の取扱いは適切か、計測は精度高く行われているか、実験データ収集方
法や分析は的確か、実験遂行上の安全対策は十分考慮できる計画を立案できているかなどを総
合的に評価する。


